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五稜郭初度設計図（資料番号：歴史311）武田斐三郎肖像（函館市中央図書館所蔵）

本溢料は、箱館奉行支配下の諸術調所教授役で間学者の武田斐三郎成章が設計した五稜郭（箱館新役所）の
築造に係わる計画､12面図です。

>mmに猫かれるBastion(バスチオン)と呼ばれる稜畷式の土塁と、Ravelin(ラヴェラン)と呼ばれる稜艇

間をi完する半月堅塁を有する独特な形態は、HiIII;紀から17世紀のヨーロッパで発達した城塞都市の外郭の特
徴と共通するものです。この平面図と築造された五稜郭の形態を比較すると、半月墜塁の数を始め、いくつか
の箇所において相違点が多くみられることから、計画の初期段階での草稿の設計図面と考えられます。
武田斐三郎がヨーロッパ発祥の西洋式土塁を設計するに至った経緯については、安政2年<isr,:,i、箱館入港
のフランス軍艦コンスタンテイーン号の将官から教授を受けたとされる記録があります。その内容については、

フランスのパリ郊外に12～13箇所存在する砲台の図而を写し取らせていることと、フランス将官から武田斐三
郎が直々に大砲などの軍事学関係の教授を受けたというものですこれに加えて、武田斐三郎自身の淡とされ

る記録においても「去年の仏船から得たフランス様式に修飾を加え、亀田砦（五稜郭）を設計した」と、フラ
ンスから教授を受けて西洋式土塁の五稜郭の設計を行ったことがわかります。

フランスが提供した砲台の図面については、ll池函館博物館や函館市中央図書館に所蔵されている安政3年
製の「箱館柳野御陣営之図」『箱館城図」など複数枚ある五稜郭絵図面とみられます。この複数枚の五稜郭絵

図面と初度設計図を比較すると、初度設計図に描かれた五稜郭は、半月塗塁の形態等を簡略化するなど、修正
を加えた様子を伺うことができ、武田斐三郎の記録と照合していると思われます。
なお、初度設計図の由来については、安政元年(1854)のヘリー来航時の箱館の名主であった四代目小品又次
郎の所持品と伝えられていて、この小島家の子係から昭和44年に市立函館博物館に寄贈されたものです。四代
目小島又次郎は、妹美那子が武田斐三郎に嫁いだという姻戚関係にあることから、小島家に坐三郎の直飛であ
る絵NiAiが残されたものと推定されています

このように、五稜郭初度設計図は、武田斐三郎の直筆であることと、国内に存在する数少ない西洋式士塁で

ある五稜郭築造の変遷を物語る第一級資料といえることなどから、平成20年10月8日に函館市の有形文化財に
指 定されました。田原良信
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夢ぎく夢品＜妄評＜夢品篭平成21年度中空土偶展報告夢響ざ彦品鍾藍ぎぎ夢品喜

国‘麦牛堂土偶ぞ垂ﾉ舘の文化財
平■21写疲…■

屡宝宇空土橋ど

函鯨の丈＃と黙

平成21年度中空土偶展「国宝中空土偶と函館の文化財」では、国宝中空土偶を

中心に国・北海道・函館市によって指定された函館の文化財172点を一堂に集め、
平成L'l年4月2n日（士)～5月17日（日）までのL'::日間（実開館日数2-2日間）で".i1"

名の方々にご覧頂きました。
展示室は国宝中空土偶とその最新調査結果CTスキャン画像や実測図など）

を中心に展示し、その周囲を「考古」「歴史」「民俗」「美術」の4つのコーナ

ーで構成しました。それぞれのコーナーでは「北海道の考古学発祥地函館」「蝦
夷地の中心地函館」「北海道の知の集積地函館」「多くの篤志家に支えられた芸

術都市函館」をテーマに、恵山貝塚出土資料に代表される能登川コレクションや

中世北海道を物語る石崎八幡神社の鰐口、函館出身の考古学・民族学者馬場情に

よって北海道・樺太・千島で収集されたアイヌ民具や函館の文化人・経済人の努

力によって収集された小玉貞良筆蝦夷国風図絵など、函館だからこそ見ることの

できる貴重な指定文化財を展示しました。

… また関連事業として一

般向けの展示解説セミナ

ーを開催したほか、子供

向けのジュニア解説も開

催し、熱心な参加者から

多種多様な質問が寄せら

れるなど、充実した展覧

会となりました。
大矢京右

一宅ﾛ･

雲雲
菱諺夕

函館市内の文化財マップ ジュニア解説に聞き入る親子

夢零く珍品＜＞評篭夢轟篭平成21年度特別企画展報告謬誓篭宴景品鍾夢評鍾蕩品電

アイヌの美一カムイと創造する世界一
ロシア民族学博物館・オムスク造形美術館所蔵資料

本展はロシア民族学博物館からアイヌ民族資

料215点、オムスク造形美術館からアイヌ絵涯

点を借用し、函館、帯広、京都と3会場を巡恒

しました。当館では平成21年7月L8日(士)かち
9月6日（日）まで44日間、財団法人アイヌ文f

振興・研究推進機構と共催で開催し、2,752名

の方にご来場いただきました。開会式には、三
シア民族学博物館のミーリン副館長、チスチ÷

コワ海外渉外部部長、ゴルヴァチョーヴァ・ジ

ベリア部部長、オムスク造形美術館のセヴォニ

チャノワ研究員が列席されました。
展示では「まかなう」「まとう」「いのる」の
3つのコーナーで1912～13年に北海道平取やサ

塞哩寧坐-雲全早竺?堂＝‐E霧
》
一

イ ヌア
一カム

灘 童…釘
塁醸累

開会式に参列されたロシアの方宕

(中央4名)を中心に毒蕊蕊窪鍾霧蒙霧
寧主浸俸涛約錐

ぞ写＝●一一コq＝ユ争一

毒菱 雲ハリンで収集されたアイヌ民族資料を紹介し、「描かれたアイヌの世界」
で、本邦初公開となる平沢扉山のアイヌ絵¥2枚と、北海道開拓記念館、函

館市中央図書館、当館所蔵のアイヌ絵を一堂に集めました。幕末の箱館で
絵馬屋として活職した平沢扉山iis-;～76)、その作品がロシアで確認さ
れ、開港150年の記念すべき年に函館に里帰りし、ise,:;年の西洋紙に描か

れたことが確認されました。開港場箱館ならではと言えるでしょう。

シンポジウム「箱館開港とアイヌ絵師平沢扉山」では文書やアイヌ絵な
どから平沢扉山について掘り下げられました。また、○KIさんのトンコ
リコンサートは、展示室で資料に囲まれて生の音楽を聴き、アイヌ文化を
五感で感じることができたと、参加者に大好評でした。霜村紀子

鯵＝零

溌諺錘
雲

OKIさんのトンコリコンサ一号
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浮く夢品篭平成21年度特別展報告夢誓＜＞品く＞ぎく＞品ご

みなとHAKODADIハイカラ展

一
一
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今年は函館開港150周年を迎え、市内各地でイベントが行われました当館で

は「みなと」と「ハイカラ」をキーワードに絵地図や古写真を中心に展示しまし
た。9月19日から1(1月25日までの開催期間中に2.281名の方々にご観覧頂きまし
た。

展示は四つのコーナーからなり、「異国との出会い－開港前のはこだて」では、

松前三湊の一つとしての箱館と今回は江差の関川家資料から調度品や間尺帳など

の文献資料を展示しました「ハイカラがやってきた一ペリー来航そして箱館開

港」では、和親条約締結の開港により来港したペリー艦隊来航の様子、通商条約

締結による貿易開港した箱館の街を描いた絵図などの資料を展示しました。「ハ

イカラな都市へ一港と街の発展」では、市街を写した明治・大正期の古写真を大

きく引き伸ばし、建物の名称を記入したパネルを作成し、観覧者の目を引いてい
ました。「港まつりと函館大火」では、昭和9年に街の1/3を焼失した大火災と、

翌年大火からの復興と開港77ｲドを記念して開催された「港まつり」を映像などで
紹介しました。

髪参髪 保科智窒

左：10月6日老人大学受

講生への展示解説

右：見応えのある松前槍

山扉風

夢呼＜苫品-竪会ぎく夢晶篭〔平成21年度企画展報告夢誓乏＞品＜＞浮く＞品ご

現代書と墨・硯盛館の五人展
現在、函館のilf塊において第一線でご活躍される5人の苔家一
な41,↓P 唯GI：＆ぜいL上易ぱ”ん熱く亀、,I2LD，

永田灘迩、1噸出徹心、中島青審、千葉軒岳、高橘海堂一から作品

が寄附されたことを契機に、平成21年!I月17日(火)から12月20日

（日）まで、企而展として本展を開催しました。

5人の書家は北海道学芸大学函館分校（現北海道教育大学函館
校）で学び、それぞれの手法で書を展開し、後進を育成し、響塊

を率いてこられました。書家が思いを込め、「臥牛山」「中空土
偶」といった函館の情景や函館市の文化財をテーマとして新たに
制作したもの、または生涯の代表作などから、函館市に遺すべき

尚垂な作品を選りすぐり、ご寄贈くださいました。

初日には感謝状の贈呈式が行われ、その後作品解説を聞きなが

ら会場を・周し、作品の構想から題材選定、筆や雛などの制作遊

具についても謀しくお話ししていただきました。博物館実習の最
終日でもあり、学芸員を目指す教育大学の実習生たちが、大先輩

にあたる1lド家の言葉に熱心に耳を傾け、興味津々の様子で聞き入
っており、思いがけず貴重な交流の場となりました。

今1回|の作品の収職は、現代の函館書壇を保存することと言って

も過討ではありません。これらの作品を通して、同じ学舎で学ん
だ‘1ド家がそれぞれ一|司一城の主として猛々しく活鮒する現代の,'!

埴が見え、今後の活動にいっそう期待を寄せる内容となりました

また、今回の展示にあわせて、中島青審先生から硯のコレクショ

ン、千葉1粁岳先生から墨・骨董の貴重なコレクションを快くお貸
しいただき、磯りだくさんの内容でご紹介することができました

鮪付紀子

感謝状贈呈式の様子

脱明する千葉軒岳先生と聞き入る実習生
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夢評＜＞品く夢雰篭彦品篭平成21年度ロビー展より夢誓篭謬品篭彦零篭珍品ざ

博物館交流展一環オホーツク圏にくらした北方民族と研究者たち－
沿海地方国立アルセニエフ博物館と当館の間に博物館姉妹提携が

結ばれてから7年目を迎える本年は、特別企画展「アイヌの美」展
と連動して、「博物館交流展」を開催致しました。今回は、函館と
ウラジオストクが共同で取り上げられるテーマとして、特別企画展

の資料とも深い関わりを持つ、環オホーツク圏の北方民族研究に光
をあてたB.ピウスツキ、V.K.アルセニエフ、鳥居龍蔵らを取り上げ

ました。

中でも、ポーランドに生まれたIS.ピウスツキは、1887年皇帝暗殺

未遂の嫌疑によりサハリンでの強制労働に送られたことを契機に、

極東先住諸民族の調査と交流を始めます。1899年にロシア地理協会

アムール支部の博物館（ウラジオストク）館員となり、1902年から
I'.HI,,年までロシア科学アカデミーの委嘱で樺太調査旅行を実施。今

も残されている「ロウ瞥」や写真の他、有形・無形の様々な侭料を

収集し、列強の狭間で翻弄された彼らの貴重な資料を残しました。

1903年、1905．6年にはV.s.シエロシエフスキとともに北海道を旅

行、二風谷でアイヌ資料を収集し、函館にもその足跡を残しました

彼のフィールドワークによる『サハリンのアイヌ』、『サハリン

アイヌの熊祭』他多くの著述はアイヌ研究の古典とされ、収集した
盗料はロシア人類学民族学博物館、ロシア民族学博物館、ハバロフ

スク、ウラジオストク、ユジュノサハリンスクの郷土博物館にも保

管されています。佐藤智雄

展示された博物館姉妹提携協定害

博物館友の会による展示見学会

彦寺＜>品＜>管篭>品鍾博物館実習と新収蔵資料展 一
一

一
一

一
、

》
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一
《
●《
一

彦
一

》
《

市立函館岬物館における実習は、平成21年to月25日から11月1711

までの約3週間に渡って行われました。市立函館博物館には大雌の

資料が保存されており、民俗・考古・自然系といった様々な分野の

雲騨腰臓蓋嬉,職蝋撫麓撫簾宝
に1階にある収蔵庫へ運びました。大量の資料を屋上から1階へ運
ぶ苦労もありましたが、資料を実際に手に取ることのできる嬉しさ
の方が勝っていました日を追うごとに疲れが溜まってはいったの

ですが、資料に触れる度に疲労は忘れていったように思います。
後半は平成20年度に寄贈をして頂いた新収蔵盗料の展示企画およ

び準備をしました実習生が3つの班に分かれそれぞれに担当する

資料を割りふり準備をしたのですが、非常に細かい点まで気を使わ
ねばならず苦労しました。また当然ながら実習生にとっては初めて
の展示企画であり、学芸員の方々からの多数のご指摘を頂きました

改良の繰り返しの末に、終わってみれば最初に描いていた展示図と

は全く異なったものとなっており、学芸員の方々の展示への真剣さ
と厳しさを学びました。

我々実習生は、世砿な経験を通して博物館とは何たるかをごく一
部でも掴んだと確信しています。そしてその経験が、これからどの

ような道に進もうと、我々が忘れられないものであることは確かで
あります。

埼玉大学教養学部3年和田風人

憩燕
#型

璽婁
準
成幽髪l電

霊椴雲-畷竜一胃=菅電

夕
》

新収蔵資料展を完成させて記念写真

髭
…

醗測諺 量‘皇?6雫0陣

織鋼鰹； 霧4

親子連れなどでにぎわう展示会場
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平成21年度博物館講座開催実績
【通年講座（ワークショッブ）ア

蔦蹴l坐今

自然観察入門講座(年10回

四季の星空観測講座(年4回

【単独講座】

講座才

展示解脱セミナー
『国宝中空土偶と函館の文化財

宇宙と天体シリーズ
｢春の星座を見てみよう」

Jr,考古学ハカセ養成講座
ジュニア解説「国宝中空土偶と函毎
の文化財

地域の身近な自然を調べ・
『浜辺の漂着物を調べよう

Jr・考古学ハカセ養成講座’
バスツアー『南茅部ぐるっと見て言
き！遺跡見学

バスツアー「蝦夷地三湊巡りの旅一
函館・江差・松前

函館開港150周年記念シンポジウー
『箱館開港とアイヌ絵師平濯房山

宇宙と天体シリーン

｢夏の星座を見てみよう

親子で作写
｢ペタペタアート

身近な自然壱
｢親子で行く三
の旅

夏休み自由研究

ぺる

ツァー黒松内ブナ

｢鉄道車両の仕組みとJR見学会

わくわく科学教室
『ドライアイスで遊ぼう

開＋琵嬰明日

4月5日（日’

－3月7日（日

5月8日（金

－1月22日（金1

開催期日

5月4日(月

5月8日(金

5月10日（日一

6月13日(土二

6月14日（日

6月20日(土！

7月18日(エ

7月24日(金！

7月25日(土；

7月26日（日

7月28日〈火：

7月29日(水

参加者数

参加者数

21

4（

21

○平成21年度博物館講座報告○

Jr・考古学ハカセ養成講座

鰯
1 イ

二竺一

謬雲

館長から学位記を授与される受講者

本年度、初めての試みとして、平成21年5月から平

成22年1月までの間に、「Jr.考古学ハカセ養成識座」

と題した小学生向け講座を8回開催しました。

本諦座は全ての講座を受講した小学生に｢Jr・考古学
ハカセ」の学位を授与するという趣旨で開催し、周知

不足ではあったものの毎回熱心な親子でにぎわい、2

名の博士号取得者と1名の修士号取得者（1回欠席）

が出るなど、成功裡に終了することができました。

識座最終Hに開催された学位授与式では、報道陣を

前に3名の学位取得者が館長から学位記と記念品を授

与され、一緒に参加した保護者の方々とともに楽しそ

うに1年間を振り返っていました。
大矢京右

No,
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講 座名

わくわく科学教室

｢シリカゲルを科学する」

Jr・考古学ハカセ養成講座3
｢一日学芸員体験

夏休み自由研究

｢昔の道具を調べよう

展示解説セミナー
｢アイヌの美一カムイと創造する世界一

Jr.考古学ハカセ養成講座畠
｢動物の骨で釣針を作ってさかなを釣ろう」

Jr考古学ハカセ養成講座三
[_勾_玉を作る」

ナイトミュージアム
｢OKIトンコリコンサートー伝統音楽の

ﾀー ざ_』

宇宙と天体シリーズ
｢ガリレオが見た太陽系

Jr・考古学ハカセ養成講座

｢遺跡発掘体験

展示解脱セミナー
｢みなとHAKODADIハイカラ展~11

Jr・考古学ハカセ養成講座
｢土器づくり」

展示解説セミナー

｢みなとHAKODADIハイカラ展」2

わくわく科学教室
「イカを科学する

冬休み自由研究
「手作りおもちゃで遊ぼう」

Jr考古学ハカセ養成講座

｢細文の布一あんぎん編み一」を体験し
よ言

冬休み自由研3
『さし絵に挑戦！一

わくわく科学教冒

｢もしt原子が見えたなら」

匿期l1H

7月30日(木弓

7月31日(金？

8月5日(水営

8月8日〈エコ

8月11日〈火予

8月12日〈水号

8月15日(土〒

8月22日(土二

8月23日〈日苫

9月19日(土二

10月3日(土

10月10日(土

10月17日(土

11月28日(土

1月7日〈木苫

1月8日（金）I

1月13日(ホ

1月14日(木

1月14日(木

1月15日(金

参加者＃

60

○平成22年度展覧会開催予報○

．壷審議#韮頂隈

｜いきもの事始迩建議館発博物学大事典一

箱館開港を機に、函館には多くの外国の研究者が訪

れ、日本の博物学の近代化に多大に貢献することにな

りました。

展覧会では、日本の博物学の発展に果たした役割に

ついて、ペリー来航以後に函館にきた国内国外の研究

者や関係者、明治以降に博物館に関わった人々、それ

に伴って集められた自然資料や関連する資料を、当館

所蔵の自然コレクションとともに展示・紹介します。

本邦初公開の資料も展示しますので、ご期待ください

※平成22年4月24日（土）～7月11日（日）開催予定
佐藤理夫

識謹議蕊蕊謹塞犠劉展

I縄文の蕊謹雲雲蕊塞雲塞瀞ぎす15遺跡と土偶一
』一四』：-凸一一＄‐今÷堅子一号一一J▲14

平成21年1月に、函館市大船遺跡を含む北海道・北

東北の縄文遺跡群が、ユネスコの世界遺産暫定リスト

に正式に記裁されました。これを記念して、函館市が

誇る中空土偶や新たに国宝指定を受けた八戸市風張遺

跡出土の合掌土偶（複製資料）とともに、暫定リスト

に記載された15の遺跡とそれらの遺跡から出土した資

料を展示・紹介する予定です。

※平成22年7月24日（士）～9月26日（日）開催予定
大矢京右
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平成:;i年4月1日に市立函館博物館長に着任した田原良僧です。前任職

は、函館市教育委員会生推学習部文化財課長で、文化財関係業務を手掛け

ておりました。博物館勤務は二度目で、平成元年5月から平成6年3月ま

で、約5年ほど博物館五稜郭分館と博物館本館で、歴史・民俗・考古資料

担当の学芸員として勤務をしていました。

15年ぶりの博物館勤務となった平成21年度の函館博物館では、春の「国

宝中空土偶展」に始まり、夏の特別企画展「アイヌの美一カムイと創造す

る世界一展」、秋の特別展「みなとHAKODADIハイカラ展」、その後の新
収蔵資料展などなど、学芸員スタッフは非常に忙しい1年を過ごした姿に、
以前の自分たちの姿を重ね合わせてみても、それ以上に「よくこなしてい

るなあ」とただ感心をしておりました。それというのも、私が以前に勤務

をしていた当時は、1年の中でこれほど多くの展覧会事業を実施した経験

はありませんでしたので．・・・これにも増して、資料収集、盤理、調査、

研究にと日々忙しい学芸員のみなさんと、博物館管理・運営を誇実に進め
た事務のみなさんの頑張りがあって、市民の方々から好評の声をいただく

ことができ、大変嬉しく思っています。

函館博物館収蔵の資料は、地方博物館では日本一･と思っています。今後
ともに、これら数多くの資料に出来るだけ光を当てることに迩進していき

たいと願っております。

熊：

の

ご秘 翰
嫉

惨

職原
…

雲
＝

絡協，

10月20日の道南ブロック博物館
施設等連絡協議会でのあいさつ

平成21年度新収蔵資料紹介 博物館機構・職員構成
一

ここに掲救している新収蔵資料は、平成2!年4月1

日から平成22年1月:;i日までに受け入れたものです。

○寄贈資料

・絵はがき52件52点
［函館市：嶋崎孝治氏寄贈二

・梁川剛一挿絵原画一括
［東京都：梁川美恵子氏・斎藤ルリ子氏寄I牌
・同脱機関紙1件4点

［東京都：小森良彦氏寄l雌
・書「臥牛!l」他2件2ﾉ鳳

［函館市：永田敏雄(青雲）氏寄贈
・書「七凹八凸」他4件4点

［函館市：西田哲夫(徹心）氏寄贈男
・書「甲骨の世界」他3件3点

［函館市：中島康夫(青審）氏寄I職
・筈「啄木浪漫」他5件5点

［函館町：千葉喜彦(軒岳）氏寄贈目

・書「唯」他3件3点
［函館市：高橋健樹(海堂）氏寄贈員

・種痘済証・猶予証1件6点

［函館市：伊倉邦夫氏寄贈二
・エゾセンニュウ1件1点

［北斗市：佐藤理夫氏寄贈員

■市立函館博物館

〒040-0044函館市青柳町17－1

Tel.0138-23-5480Fax.0138-23-0831

[1肋曲teb醐蛇i血”/board_of_edu/1ifelong.1earnin;
haknhiikuOrity.Hakodate.Hokkaido,jp

館長田原良信

管理主査金木照之
富永隆一

谷智恵子
佐藤恒一

学芸主査佐藤理夫（自然）
学芸員佐藤智雄（歴史・民俗）
学芸員保科智治（歴史・民俗）
学芸員霜村紀子（美術）
学芸員大矢京右（考古・民族）

山本泰子

◇函館の歴史や自然、生活道具、函館周辺の考古
資料、美術資料･を展示

■郷土資料館（旧金森洋物店＞
〒040-0053函館市末広町19-15

Tel.&Fax.0138-23-3095

◇金森洋物店、明治・大正期の生活道具を展示

誌名SARAN]1iサラニップ)について－

アイヌ語：シナの樹皮で編んだ袋。

博物館情報や研究成果などをSARAN1PIZ

入れておき、その蓄積が今後重要な資料とな-一

ていくようにと命名したものです。
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